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最
後
の
一
葉

～
O
.ヘ
ン
リ
ー
物
語
～

劇
団
 芸
優
座
の
ご
紹
介

　
劇
団
芸
優
座
は
、「
青
少
年
に
だ
か
ら
こ
そ
最
高
の
演
劇
を
見
せ
た
い
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、
19
72
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、 
全
国
の
ホ
ー
ル
・
会
館
を
は
じ
め
、

文
化
庁
の
助
成
公
演
、
公
文
協
自
主
事
業
、
教
育
委
員
会
、
小
・
中
・
高
校
の
芸
術

鑑
賞
教
室
等
で
の
公
演
を
、『
演
劇
は
、
ま
ず
面
白
く
、
確
か
な
テ
ー
マ
で
観
客
と

共
に
創
造
す
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
精
力
的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
18
歳
か
ら
85

歳
ま
で
各
世
代
に
わ
た
る
劇
団
員
・
研
究
生
お
よ
そ
60
名
が
共
に
日
夜
研
鑽
に
励
み
、

今
年
は
12
作
品
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
19
77
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
要
請
で
設
立
さ
れ
た
国
際
音
楽
評
議
会
と
い
う
会
議
で
、

翌
年
の
19
78
年
か
ら
毎
年
10
月
1
日
を
、
世
界
の
人
々
が
音
楽
を
通
じ
て
お
互
い
に

仲
良
く
な
り
交
流
を
深
め
て
い
く
た
め
に「
国
際
音
楽
の
日
」と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
19
94
年
か
ら
毎
年
10
月
1
日
を「
国
際
音
楽
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

知
っ
て
ま
す
か
？
  ～
10
月
1
日
は「
国
際
音
楽
の
日
」で
す
～

「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
推
進
事
業
 ─
巡
回
公
演
事
業
─
」

　
我
が
国
の
一
流
の
文
化
芸
術
団
体
が
、
小
学
校
・
中
学
校
等
に
お
い
て
公
演
し
、
子
供

た
ち
が
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
発
想
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
、
将
来
の
芸
術
家
の
育
成
や
国
民
の
芸
術
鑑
賞
能

力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
子
供
た
ち
に
実
演
指
導
ま
た
は
鑑
賞
指
導
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
実
演
で
は
、
で
き
る
だ
け
子
供
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
育
成
推
進
事
業

－
巡
回
公
演
事
業
－

令
和
４
年
度

劇
団
 芸
優
座
  公
演

脚
本
／
平
塚
 仁
郎
　
 演
出
／
村
田
 里
絵



第
一
場
　
公
園
に
て
　（
第
一
話
「
心
と
手
」）

第
一
場
　
公
園
に
て
　（
第
一
話
「
心
と
手
」）

　
少
年
ボ
ブ
は
小こ

遣づ
か

い
稼か
せ

ぎ
に
、
暗
い
感
じ
の
青
年
ア
ー
ノ
ル
ド
の
大
き
な
旅
行
カ
バ
ン
を
持
っ

て
駅
ま
で
案
内
し
て
い
た
が
、も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
。
そ
こ
で
公
園
の
ベ
ン
チ
で
暫し
ば
ら く
休
む
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
へ
粋い
き

な
身
な
り
の
青
年
と
風ふ
う

采さ
い

の
上
が
ら
な
い
中
年
の
男
が
や
っ
て
く
る
。
な
ん
と
二
人
は

手て

錠じ
ょ
う で
繋つ
な

が
れ
て
い
た
。
通
り
か
か
っ
た
都
会
的
な
女
性
が
、
突
然
青
年
を
呼
び
止
め
る
。
ど
う

や
ら
何
か
深
い
事
情
が
あ
り
そ
う
で
、
し
か
も
中
年
の
男
ま
で
も
割
り
込
ん
で
き
て
･･
･･

第
二
場
　
ボ
ブ
の
ア
パ
ー
ト
（
第
三
話
「
賢
者
の
贈
り
物
」）

第
二
場
　
ボ
ブ
の
ア
パ
ー
ト
（
第
三
話
「
賢
者
の
贈
り
物
」）

　「
芸
術
の
村
」
と
呼
ば
れ
る
ボ
ブ
の
ア
パ
ー
ト
に
は
、
貧
し
い
な
が
ら
も
ユ
ニ
ー
ク
な
住
人

が
大
勢
住
ん
で
い
た
。
評
判
の
仲
良
し
夫
婦
ジ
ム
と
デ
ラ
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
の
で
、

お
互
い
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ど
う
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
た
。
ジ
ム
は
妻
が
美
し
い
髪
を
自じ

慢ま
ん

に

し
て
い
る
の
を
知
っ
て
お
り
、
デ
ラ
は
夫
が
父
の
形か
た

見み

の
懐か
い

中ち
ゅ
う

時
計
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
お
り
･･
･･

（
第
四
話
「
最
後
の
一
葉
」）

（
第
四
話
「
最
後
の
一
葉
」）

　
ボ
ブ
の
姉
の
ス
ウ
デ
ィ
は
同
じ
ア
パ
ー
ト
の
絵え

描か

き
仲
間
ジ
ョ
ン
ジ
ー
を
看
病
し
て
い
た

が
、
彼
女
は
窓
か
ら
見
え
る
蔦つ
た

の
葉
が
、
全
部
落
ち
た
ら
自
分
も
死
ぬ
の
だ
と
信
じ
込
ん
で

い
る
。
医
者
も
匙さ
じ

を
投
げ
る
よ
う
な
有あ
り

様さ
ま

だ
っ
た
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
の
晩
、
三
階
に
住

ん
で
い
る
画
家
ベ
ア
マ
ン
が
そ
れ
を
知
っ
て
･･
･･

短
編
の
名
手
と
い
わ
れ
る
O
.ヘ
ン
リ
ー
の
見
事
な
ま
で
の
「
ど
ん
で
ん
返
し
」

の
数
々
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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劇
団
  芸
優
座

四
作
品
を
オ
ム
ニ
バ
ス
で
お
届
け
す
る
劇
団
芸
優
座
の

「
最
後
の
一
葉
 ～
O
.ヘ
ン
リ
ー
物
語
～
」

上
演
時
間
／
10
0分
（
休
憩
10
分
含
む
）

（
第
二
話
「
愛
の
使
者
」）

（
第
二
話
「
愛
の
使
者
」）

　
再
び
駅
へ
向
か
お
う
と
す
る
と
、偶ぐ

う

然ぜ
ん

通
り
が
か
っ
た
の
は
、

三
か
月
前
に
ア
ー
ノ
ル
ド
を
捨
て
た
恋
人
だ
っ
た
。
二
人
の
間

で
右
往
左
往
す
る
羽は

目め

に
陥お
ち
い

っ
た
ボ
ブ
は
･･
･･

最
後
の
一
葉
（
2
幕
2
場
）

～
O
.ヘ
ン
リ
ー
物
語
～

原
作
　
 O
.ヘ
ン
リ
ー

脚
本
　
 平
塚
 仁
郎

演
出
　
 村
田
 里
絵

第
一
場
　
公
園
に
て

第
一
話
「
心
と
手
」

第
二
話
「
愛
の
使
者
」

第
二
場
　
ボ
ブ
の
ア
パ
ー
ト

第
三
話
「
賢
者
の
贈
り
物
」

第
四
話
「
最
後
の
一
葉
」

登
場
人
物

駅
へ
急
ぐ
兄
弟
た
ち
／
ボ
ブ
／
ア
ー
ノ
ル
ド
／
イ
ー
ス
ト
ン
／
保
安
官

フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
／
リ
タ
／
エ
ル
ジ
ィ
／
通
り
が
か
り
の
勤
め
人

ジ
ム
／
デ
ラ

ス
ウ
デ
ィ
／
ジ
ョ
ン
ジ
ー
／
ベ
ア
マ
ン
／
フ
リ
ッ
ツ
／
医
者

看
護
婦
／
救
護
員
／
ア
パ
ー
ト
の
住
人
た
ち




